
FLY WITH PET！ご利用時の保安検査場通過方法のご案内 

 

① ポケットの中身、金属製品（時計・ベルト等）は保安検査場に並ぶ前にすべてお取り出しの上、あらかじめお鞄の中に

収納してください。 

＜Point＞ 

 コート、ジャケット類やくるぶしを覆う靴のスリッパへの履き替えが必要でないかあらかじめご確認下さい。 

 

 

 

 

 保安検査場通過の際には搭乗券、二次元バーコード、IC カードのいずれかを翳して頂く必要がありますので、そちらの

みお手元にご準備ください。 

 パソコンや水筒・ペットボトルなどはお鞄からお取り出しが必要です。 

 

 保安検査場は出発 40 分前までにご通過下さい。（事前改札で他のお客様よりも先にご搭乗頂きます。） 

 

② わんちゃん・ねこちゃんをケージから出す前に、①で手元に準備した媒体を端末にかざします。 

＜Point＞ 

 端末にかざした後は搭乗券やカード・携帯電話はお鞄に収納、またはトレーに置いてください。 

 

スリッパに履き替え 

ポケットの中身 

金属製品をすべてトレーへ 

ジャケット・上着は脱いでトレーへ 



 

③ 先に手荷物を保安検査の機械に通します。 

＜Point＞ 

 空港により、保安検査場の係員が黄色の保安検査証を再確認いたします。お手元にご準備ください。 

 全てのお鞄を保安検査の係員に渡すまではわんちゃん・ねこちゃんはケージからは出さないでください。 

 ブーツや厚底の靴はスリッパに履き替えて検査が必要です。 

靴を履き替えるまではわんちゃん・ねこちゃんはケージからは出さないでください。 

 

 

④ わんちゃん・ねこちゃんをケージから出す際は首輪・リードがついていることを確認し、逃げ出してしまうことがないよう 

リードを手首に巻き付けた上でしっかりと抱きかかえて下さい。 

＜Point＞ 

 ケージは手荷物と同じ検査機で検査致します。 

 

 

①ケージ以外の全てのお手荷物 ②：①の鞄を係員に渡すまではケージは開けてはいけません。 

①首輪（ハーネス）とリードを装着していることを確認します。 ②リードを手首にしっかりと巻き付けます。 

③リードを手首に巻き付けた状態でしっかりと抱きかかえます。 



 

 

⑤ 保安検査をわんちゃん・ねこちゃんと一緒に通過します。 

※ わんちゃん・ねこちゃんをケージにいれたまま手荷物検査装置にケージを通さないよう充分ご注意下さい。 

万が一ご申告なく手荷物検査装置にわんちゃん・ねこちゃんをケージに入れたまま通してしまった場合、当社では一切

責任を負いかねます。 

※ 保安検査通過の際は保安検査場の係員へペット同伴の旨ご申告下さい。 

               

 

⑥ 検査終了後、手荷物の整理や靴の履き替えよりも先にまずはわんちゃん、ねこちゃんをケージに戻してください。 

 

⑦ わんちゃん・ねこちゃんをケージに戻し、リードは必ず取り外してください。 

＜Point＞ 

 リードをつけたままだと、ケージのなかで絡まってしまう危険性があります。外し忘れのないようにご注意下さい。 

 SFJ から貸出をしたリードを使用頂く場合は外した後、搭乗口の係員に出発前にご返却下さい。 

 



 

⑧ わんちゃん・ねこちゃんをケージにいれたあと、出入口にシールロックを装着します。 

＜Point＞ 

 ケージの中に水や餌を入れることはできません。 

 保安検査場通過後はわんちゃん・ねこちゃんをケージから出すことはできません。 

 

 

 

 

⑨ 事前改札で他のお客様より先に機内にご案内いたします。出発時刻 20 分前には必ず搭乗口近くでお待ちください。 

＜Point＞ 

 飛行機への搭乗前に搭乗口で係員がシールロックの装着状況を確認します。 

①ファスナーの穴にシールロックを通します。 ②シールロックの先端を図のように穴に通します。 

③先端を引っ張って固定します。 ④図のようにファスナー同士がロックしている状態にします。 


